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（
農
用
地
の
土
壌
の
汚
染
防
止
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
七
十
三
条

農
用
地
の
土
壌
の
汚
染
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
第
四
号
を
削
る
。

（
悪
臭
防
止
法
の
一
部
改
正
）

第
百
七
十
四
条

悪
臭
防
止
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
、「
第
二
十
五
条
e

第
三
十
一
条
」
を
「
第
二
十
四
条
e

第
三
十

条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に「（
市
の
区
域
内
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
市
長
。
次
条
及
び
第
六
条
に
お
い

て
同
じ
。）」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）」
を
「
町
村
長
」に
、「
き
か
な
け
れ
ば
」

を
「
聴
か
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
規
定
す
る
市
町
村
長
」
を
「
規
定
す
る
町
村
長
」
に
改
め
、「
管

轄
す
る
市
町
村
長
」
の
下
に「（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、「
き
く
」
を
「
聴
く
」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

市
長
は
、
規
制
地
域
の
指
定
を
し
、
及
び
規
制
基
準
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
規
制
地
域
の
周
辺
地
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
変

更
し
、
規
制
地
域
の
指
定
を
解
除
し
、
又
は
規
制
基
準
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

第
九
条
中
「
関
係
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
若
し
く
は
関
係
市
長
」
を
加
え
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
又
は
市
長
」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
を
削
り
、
第
二
十
四
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
五
章
中
第
二
十
五
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
二

十
六
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
三
十
一
条
中
「
第
二
十
五
条
、
第
二
十
八
条
又
は
第
二
十
九
条
」
を
「
第
二
十
四
条
、
第
二
十
七
条
又
は
第
二

十
八
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

（
自
然
環
境
保
全
法
の
一
部
改
正
）

第
百
七
十
五
条

自
然
環
境
保
全
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
て
」
を
「
協
議
し
て
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
国
の
機
関
に
あ
つ
て
は
環
境
大
臣
に
協
議
し
、
地
方
公
共
団
体
に
あ
つ
て
は
環
境
大
臣

に
協
議
し
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
」
を
「
環
境
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
二
項
中
「
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
て
」
を
「
協
議
し
て
」
に
改
め
る
。

（
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
七
十
六
条

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
公
表
し
な
け

れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四

項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

動
物
愛
護
管
理
推
進
計
画
に
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
普
及

啓
発
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る

よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
百
七
十
七
条

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
協
議
し
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
」
を
「
協
議
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
同
意
を
し
よ
う
と
す
る
」
を
「
協
議
を
受
け
た
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
関
係
市
町
村
に
送
付
す
る
と
と
も

に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
市
町
村
に
送
付
し
な
け
れ
ば
」に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
四
第
二
項
中
「
そ
の
他
必
要
な
事
項
」
を
削
る
。

（
振
動
規
制
法
の
一
部
改
正
）

第
百
七
十
八
条

振
動
規
制
法
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
四
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
、「
第
二
十
五
条
e

第
二
十
九
条
」
を
「
第
二
十
四
条
e

第
二
十

八
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に「（
市
の
区
域
内
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
市
長
。
第
三
項
（
次
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
同
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
関
係

市
町
村
長
」
を
「
関
係
町
村
長
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
市
町
村
」
を
「
町
村
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
「
又
は
市
長
」
を
加
え
、「
又
は
道
路
交
通
振
動
」
を
「
若
し
く
は
道
路

交
通
振
動
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
を
削
り
、
第
二
十
四
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
六
章
中
第
二
十
五
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
二

十
六
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

（
湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
百
七
十
九
条

湖
沼
水
質
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
第
三
項
第
五
号
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、」を
「
及
び
」
に
、「
協
議
し
、
そ
の

同
意
を
得
な
け
れ
ば
」
を
「
協
議
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
同
意
を
し
よ
う
と
す
る
」
を
「
協
議

を
受
け
た
」
に
、「
議
を
経
な
け
れ
ば
」
を
「
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
関
係
市
町
村
長

に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば
」
を
「
公
表
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
市
町
村
長
に
送
付
し

な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
に
お
け
る
」
の
下
に
「
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
」
を
加
え
、「
、
目
標
達
成
の
方
途
そ
の

他
汚
濁
負
荷
量
の
総
量
の
削
減
に
関
し
必
要
な
事
項
」
を
「
及
び
目
標
達
成
の
方
途
」
に
改
め
、「
に
お
い
て
、」の
下

に
「
当
該
」
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

流
出
水
対
策
推
進
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
流
出
水
対
策
に
係
る
啓
発
に
関
す

る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
百
八
十
条

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
二
項
第
四
号
及
び
第
十
八
条
第
二
項
第
四
号
を
削
る
。

（
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
八
十
一
条

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
の
種
の
保
存
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
七
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
四
条
第
二
項
中
「
国
の
機
関
に
あ
っ
て
は
環
境
大
臣
に
協
議
し
、
地
方
公
共
団
体
に
あ
っ
て
は
環
境
大
臣

に
協
議
し
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
」
を
「
環
境
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

（
環
境
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第
百
八
十
二
条

環
境
基
本
法
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
わ
た
る
地
域
又
は
水
域
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に

あ
っ
て
は
政
府
が
、そ
れ
以
外
の
地
域
又
は
水
域
に
あ
っ
て
は
そ
の
地
域
又
は
水
域
が
属
す
る
都
道
府
県
の
知
事
が
、

そ
れ
ぞ
れ
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
域
又
は
水
域
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
者
が
」
に
改
め
、
同

項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
わ
た
る
地
域
又
は
水
域
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
も
の

政
府

二

前
号
に
掲
げ
る
地
域
又
は
水
域
以
外
の
地
域
又
は
水
域

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
地
域
又
は
水
域
の
区
分

に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
者

イ

騒
音
に
係
る
基
準
（
航
空
機
の
騒
音
に
係
る
基
準
及
び
新
幹
線
鉄
道
の
列
車
の
騒
音
に
係
る
基
準
を
除

く
。）の
類
型
を
当
て
は
め
る
地
域
で
あ
っ
て
市
に
属
す
る
も
の

そ
の
地
域
が
属
す
る
市
の
長

ロ

イ
に
掲
げ
る
地
域
以
外
の
地
域
又
は
水
域

そ
の
地
域
又
は
水
域
が
属
す
る
都
道
府
県
の
知
事
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